
東海支部愛知地域会 ２０１８年度 第１０回役員会 議事録 

 

日  時 ：2019 年 3 月 29 日（金）18：00～20：00 

場  所 ：JIA東海支部事務局 会議室（昭和ビル５階） 

出  席 ：吉元 学 地域会長 澤村喜久夫 浅井裕雄 西村和哉 森 哲哉 各副地域会長 

高嶋繁男 近藤万記子 会長補佐 久保田英之 直前地域会長 

見寺昭彦 伊藤彰彦 各室長 

生津康広 村上貴彦 関口啓介 上原徹也 清水孝昭 中澤賢一 各委員長 

竹中アシュ 住宅研究会委員長 黒野有一郎 三河地区会長 

水野豊秋 谷村 茂 両監査 

オブザーバー：矢田義典 本部理事 中嶋慶一 上村 康夫 JIA愛知・賛助会  

欠  席 ：野々川光昭 研修室長 高木耕一 事業室長 

 中渡瀬拡司 広報委員長 宮坂英司 研修委員長 原眞佐実 保存研究会委員長 

石田 壽 本部理事 

議  長 ：森 哲哉 

議事録作成担当委員会：ブリテン委員会  

議事録署名人：近藤万記子 竹中アシュ 

前回議事録確認：第９回議事録  

 

議 事 

１．地域会長挨拶 

  年度末の忙しい中、建築フェス実行委員会・委員長会に続き、長時間の会議に参加いただきありがとう

ございます。4/1 に新元号が発表されますが、新年度は会の長があまりでしゃばることなく、会員主導

で、活動を進めていきたいと考えています。 

２．報告事項 

（１） 本部報告                  

① 第 254回理事会（ 3/14 ）（ 矢田 ）                   資料－１ 

  ○審議事項 

   1.入退会承認の件：11名減少し、正会員数 3，676名。 

   2.委員会委員委嘱承認の件：名誉会員選考委員会委員に矢田支部長。 

   3.フェロー会員推挙承認の件：フェロー会員の価値基準を全国一定にしたい。 

                 今年度、東海支部からの推薦はなし。 

   4.委員会再編の基本方針承認の件 

    ・卒コン：JIAの事業から外れる可能性がある。 

    ・CPD評議会を独立した機関とする。 

    ・登録建築家支部認定評議会を廃止し、本部認定評議会に一本化する。 

     →新規登録数 0の支部が多いため。 

    ・知的生産者の公共調達に関する法整備連絡協議会への参加及び会費納付承認の件 

    ・2019年度事業計画(案)及び予算(案)承認の件 

     →GC 賞予算が国際交流費の中で 30万円計上されている。 

  ○報告事項 

   1.全国大会について：2022年に東海支部で開催したい旨を報告。2020年は未定。 

   2.ネパール大地震復興支援について：東日本大震災での仮設住宅(ログハウス)を送る事業。 

     非常に有意義な事業であると思われるため、東海支部から寄付を検討したい。 

     現地への派遣希望者がいれば、可能な限り、推薦したいと考えている。 

   3.活動及び事務執行状況報告 

    ・改正業務報酬基準(告示 98号)説明会について：東海支部にテキスト 80部配布される。 

    ・「官庁施設の設計業務等積算要領」の改正について：技術料等経費率が 0.2→0.15 に見直さ

れたことで、告示 15号より安くなるため、要望書を国交省に提出。 

    ・JIA各賞の報告：浅井裕雄会員が JIA優秀建築選において「優秀建築賞」を受賞。 

 



（２） 支部報告 

① 第 10回東海支部役員会（ 3/22 ）（ 浅井 ）                 別添 

     1.支部建築家資格制度実務委員会：3名の新規認定および更新があり、認定した。 

     2.卒業設計コンクール事業取りやめについて：各大学へ通知したとのことだが、周知が不徹底で、 

      取りやめを知らず、応募の連絡をしてきた学生もいた。委員会の今後の対応改善が望まれる。 

      新たな事業構想について、今後協議を進める。 

     3.支部監査日程：4月 26日(金)午後 13時 30分～ 

    ○審議事項 

     1.後援名義使用許可依頼「世界劇場会議名古屋フォーラム 2019(6/28)」→承認 

     2.アーキテクト見直しについて 

      印刷編集をイヅミ印刷所に変更。毎月発行で年間総 144頁(8頁×12＋48頁)。 

      48 頁の振り分け方は会報ブリテン委員会で検討。各地域会から、会員一人当たり 3,000 円の

協力金を負担とするが、愛知は過去の実績から一人当り 5,500円の負担。協力金には会員・賛

助会の広告費も含んでおり、前年度までと同じ負担額となる。 

      今後は特集記事も企画し、委員会だけでなく、地域会長・有志の会員とともに積極的な運営を

行う予定。→承認 

    ○協議事項 

     1. 会員資格について 

正会員要件を満たす入会希望者のジュニア会員としての入会は認められるか？ 

→役員会で合意が取れればよいのではないか？ 

 主催者か所員かで判断してはどうか？ 

他支部と足並みを揃えて、内規を作るべきではないか？ 

引き続き協議とする。 

     2.ネパール大地震復興支援の募金活動協力について 

       →災害対策費から 3万円を寄付予定。残金を確認の上、メール審議とする。 

     3.支部大会について 

       →愛知地域会と合同で 9月末に開催予定。 

     4.全国大会について 

       →2022年 東海支部で開催決定。 

     5.2019年通常総会次第の確認 

 

（３） 委員会、地区会、研究会報告 

① 会員委員会（ 生津 ） 

・賛助会のアーキテクト広告について、愛知は会社数に対する負担が大きいため、掲載数の配分を

検討いただきたい。 

・会員サービスとして弁護士の紹介をしたいと考えている。古澤弁護士には快諾いただいた。若手

の入会促進につなげたい。事案が起こった場合のみの紹介が前提で、会からの支出はない。 

 →初期費用の案内をした方が利用しやすいと思う。複数人から選択できると良い。(浅井・竹中) 

 →JIA が紹介できることが大事。会員への周知方法も検討が必要。HP に掲載できると良い。(吉

元・森) 

 →石川弁護士、田辺弁護士は紹介できる。候補に検討ください。(見寺) 

 →実名はふせて周知する予定。いただいた意見をもとに検討します。(生津) 

JIA愛知・賛助会（ 中嶋 ） 

・アーキテクトの賛助会広告について、毎年年始の社内申請を経て行なっている。前年末には案内

をいただけるよう、会として速やかな対応をお願いしたい。 

・4/19(金)CPD研修会をアパホテルで開催予定。講師は LIXIL・日建コンサルティングの 2社。 

※今後、JIA愛知・賛助会は会員委員会との併記ではなく⑬として独立して発言いただきます。(森) 

② 広報委員会 

・HP上でのアーキテクトとのリンクについて検討。(伊藤)                          



③ ブリテン委員会（ 中澤 ） 

・毎月発行を継続する方針となった主な理由は、 です。引き続きご協力お願いします。 

→編集方針の表明・回覧をお願いします。(森) 

④ 研修委員会（ 2/28 ）（ 宮坂 ） 特になし。      

⑤ 職能・資格制度委員会（ 関口 ） 特になし。 

⑥ 事業委員会 （ 3/27 ）（ 上原 ） 委員会議事録を確認ください。    資料－２ 

⑦ 建築相談委員会（ 清水 ）    特になし。 

⑧ 総務委員会（ 3/25 ）（ 村上 ）  

・総会議案書を作成中。ご協力お願いします。 

⑨ JIA愛知・大学特別委員会（ 3/4 ）（ 久保田 ） 

・次年度は講師に賛助会枠があっても良いかもしれないとの意見があった。 資料－３ 

⑩ 住宅研究会（ 3/26 ）（ 竹中 ）             

⑪ 保存研究会 （ 原 ） 

・保存情報Ⅳを 2020年秋に発刊予定。今夏から編集委員会を開始する予定。(澤村) 

⑫ 三河地区会（ 黒野 ） 

・持ち出し役員会について、次年度以降は他地域での開催も検討したい。地区会も三河に限定せず、

地区連絡会(仮)等の名称に変更し、尾張地方等の会員にも参加いただくことを検討中。 

        

 

（４）その他報告 

  ① 建築フェス 2019（2019支部大会）について （ 関口 ） 

    開催期間はトリエンナーレの会期に合わせて 9/23(月)～28(土)で決定。場所は円頓寺商店街で検

討中。テーマは「これからの建築家の役割を探る」今後の委員会には役員以外の多くの会員にも参

加いただきたい。 

② 総会議案書について（ 村上 ） 

  4/16(火)17時～監査の予定。担当部分の修正をお願いします。 

③ リフレッシセミナーについて（ 近藤、宮坂、村上 ） 

  10名の参加で参加者のいない支部もあった。テーマは「建築の拡張」。3日間、講師陣とも寝食を

共にし、少人数こその良さもあり、大変貴重な経験となった。 

④ 役員会議事録の HPへのアップ        資料－４ 

  2018年度分を HP会員専用ページへ更新。閲覧方法を説明。 

⑤ 新入会員 準会員（シニア）「竹田浩教」（ 生津 ）      資料－５ 

⑥ 会員種別変更 正会員→シニア「河合誠」（生津）      資料－６ 

⑦ 退会届 正会員「新井一治」（生津）       資料－７ 

⑧ 会員種別変更 正会員→シニア「高橋敏郎」（生津）      資料－８ 

⑨ 「アメリカ広葉樹協会 日米建築家懇談会」について（ 久保田 ）     資料－９ 

  

３．審議事項 

  ① 事業報告「建築基本法学習講演会」（ 関口 ）      資料－１０ 

    →承認 

年配が多く、若手が少なかったのが残念だった。今後の課題。 

 ② 事業報告「名古屋市立大学 芸術工学部 2018 年度後期授業」（ 久保田 ）    資料－１１ 

    →承認 

 

４．協議事項 

① ジュニア会員等の年度途中の年会費について（ 村上 ）       資料－１２ 

  →本部に倣い、月割で請求とする。 

５．専決事項（ 後援名義・広告掲載・協賛など ） 

    特になし。 

６．その他報告 

  ① 愛知県アスベスト対策に係る連絡会議設置について（ 吉元 ）     資料－１３ 



 ② レオパレス２１が施工した共同住宅等の適合状況の確認業務への協力依頼（ 吉元 ） 資料－１４ 

 ③ 「愛知県建築安全安心マネジメント計画」の取組状況の報告について（ 吉元 ）     

 ④ 名古屋歴史的保存活用推進協議会（ 吉元 ） 

⑤ ネパール大地震復興支援に関する募金再開（ 吉元 ）      資料－１５ 

 

７．監査意見 

  ・各委員長は、総務委員会への総会資料の送付をお願いします。(谷村) 

  ・4月役員会で不備のない総会資料が整っているよう、準備をお願いします。(水野) 

 

次回役員会 2019年 4月 19日（金）16：00～18：00（JIA東海支部事務局 会議室） 

次回役員会終了後 賛助会主催 CPD研修 

 

次回議事録担当委員会：職能・資格制度委員会 

次回資料提出締切日：2019年 4月 15日（月） 

資料提出先：村上貴彦 総務委員長 

 

 

※2019年 7月に開催予定の事業計画などがある場合は次回役員会に協議事項としてあげてください。 

資料提出先：総務委員会 村上貴彦 

 

 

議事録作成 ブリテン委員長 中澤 賢一 

議事録署名人 近藤万記子 

議事録署名人 竹中アシュ 


